
      昭和１８年１０月２５日京都府舞鶴消防署として創設以来

８０年の歴史を重ねてまいりましたが、その間において伝統

と礎を築いてこられた先人先達のご熱意とご努力に敬意を表

すとともに精神を受け継ぎ、今後に継承することを誓い１本 

部２署１出張所、消防職員１２５名をもって、日夜、消防行

政に取り組んでいます。
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■　舞鶴市の消防機構
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平成２１年 ３月 ６日 舞鶴市東消防署に高規格救急車（防衛施設補助）を配置 

平成２２年 ４月 １日 消防本部の機構改革 

 舞鶴市危機管理室設置に伴い、消防本部防災課廃止 

（危機管理室に消防職員２名派遣） 

平成２３年 ３月 ９日 舞鶴市西消防署に化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）を（防衛施設補助）配置 

平成２３年 ４月 １日 舞鶴市職員定数条例の一部改正 消防職員１３５名 

(平成２３年４月１日から平成３０年３月３１日までの期間限定) 

平成２４年 ３月３０日 舞鶴市東消防署に化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）を（防衛施設補助）配置 

平成２４年 ４月 １日 消防本部の機構改革 

消防本部に予防課、救急救助課を設置・各消防署総務課を火災予防課に変

更 

平成２４年 ５月１８日 緊急消防援隊京都府代表消防機関代行である当市が、消防組織法第５０条

により指揮隊車の貸与を受ける。（国有財産等の無償使用） 

平成２５年 ３月 ４日 舞鶴市東消防署に高規格救急車を（京都府補助）配置 

平成２５年１１月１０日 舞鶴消防創設７０周年記念「わくわく消防フェスタ in舞鶴」 

平成２６年 ３月 ４日 舞鶴市東消防署中出張所に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を（防衛施設

補助）配置 

平成２７年 ３月２７日 消防無線及び通信指令システムを２６０ＭＨｚデジタル無線通信システム

から構成される「高機能消防指令センター」に全面更新整備し運用開始 

平成３０年 ２月１５日 舞鶴市西消防署に高規格救急車（防衛施設補助）を配置 

平成３０年 ４月 １日 舞鶴市職員定数条例の一部改正 期間終了 

舞鶴市危機管理室への派遣終了 

消防職員１３５名 ⇒ １２５名 

平成３１年 ２月２０日 舞鶴市西消防署に災害対応特殊消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を（国庫

補助）配置 

平成３１年 ４月 １日 消防本部の機構改革 

消防本部総務課を消防本部消防総務課に変更、消防総務課に消防団担当課

長を配置・消防本部通信指令課を消防本部警防課所管として指揮指令担当

課長を配置、指令係を指揮指令係に変更・各消防署火災予防課を総務予防

課に変更 

令 和 ２ 年  ２ 月 ２ ６ 日 舞鶴市東消防署に高規格救急車（国庫補助）を配置 

令 和 ２ 年  ３ 月 ３ １ 日 舞鶴市東消防署に津波・大規模風水害対策車及び高機能救命ボート（国有

財産等の無償使用）を配置 

令 和 ２ 年  ５ 月  １ 日 舞鶴市消防団条例一部改正 定員１，３８０名 ⇒ １，１００名 

令 和 ２ 年 １ １ 月 １ ９ 日 舞鶴市東消防署に緊急資機材搬送車（緊防債）を配置 

舞鶴消防のあゆみ
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令 和 ２ 年  ３ 月 ３ ０ 日 舞鶴市西消防署に高規格救急車（新型コロナ交付金）を配置 

令 和 ３ 年  ４ 月  １ 日 消防本部の機構改革 

消防本部警防課指揮担当課長を指揮担当課長、指令担当課長に変更 

舞鶴市西消防署を３課制から１課制に変更 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ １ 日 舞鶴市東消防署中出張所に救助工作車を（緊防債）配置 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ １ 日 舞鶴市東消防署に消防指令車を（防対債）配置 

令 和 ５ 年  ２ 月 ２ ７ 日 舞鶴市西消防署に消防指令車を（防対債）配置 

令 和 ５ 年  ４ 月  1 日 舞鶴市消防団条例改正 

１団本部２０分団制に改編し、「舞鶴市消防団」としてスタート 

舞鶴消防のあゆみ
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